










    　大学は、今や『職業としての学問』Wissenschaft als 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































    　もちろんこの文章は学術的な論文ではありませんので、
根拠を示す必要はないのかも知れません。しかし、なら
ばその信憑性をどう判断するかは「読み手」に委ねられ
ます。そして、大学で高等教育を受けた人、なによりも
「文学部」で勉強した人ならば、この類の文章をそのま
ま真に受けるのではなく、ことの真偽をしっかりと見極
めて欲しいのです。そのためには、さきほど「浅茅が宿」
でお話ししたハイパーリンク的な読み方が役に立つので
す。
　　　では、この産経新聞の文章の中からリンクできそうな
ところをクリックしてみましょう。この文章は「立春」
という言葉に始まり、「春の彼岸」すなわち「春分」に
ついて話題が進んでゆきます。それでは試しに「立春」
という言葉をクリックしてみましょう。「立春」を説明
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してくれるサイトに飛ぶのです。でも、怪しいサイトに
飛んでしまったらかえってまずいことになりますね。こ
ういう場合、まずは信頼できる辞典や辞書、研究論文に
あたることになります。
　　　Ｆを見て下さい。『日本国語大辞典』ではこのように
説明されています。「二十四節気」の一つで、季節の節
目、ここから「春」が始まる日だということが分かりま
す。なるほど。でも、そもそも「二十四節気」とはなん
でしょう？　皆さん説明できますか。文字通り季節の節
目、一年を二十四のセクションに分けるというようなこ
とは、なんとなく知っていると思います。「春分」や「夏
至」は日常語ですし、「啓蟄」などという難しい言葉も、
ニュースや天気予報で聞いたことがあるのではないで
しょうか。しかし、なぜそうなっているのか、それはよ
く分からない。ならばこれもクリックしてみましょう。
　　　Ｇを見て下さい。『日本国語大辞典』と較べるとかな
り簡便なものになってしまいますが、説明が分かりやす
いのでこれを載せておきました。ここに飛んで「二十四
節気」の説明を見ると、こう書いてあります。「古代中
国でつくられた季節の区分法」。　あれれっ？　産経新
聞のコラムで、日本人の季節感について語るために掲げ
られた「春分」という言葉なのですが、その起源は中国
にある、ということになります。となると、「日本の四
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季は変化に富み、日本人は暮らしの中で繊細かつ豊かな
季節感を養ってきた」 という主張とは噛み合わなくなっ
てきます。
　　　それではいっそのこと季節感について、専門家が責任
のある立場で説明したものを見てみましょう。Ｈは倉田
実という研究者（中古文学、大妻女子大学教授）がきち
んと「名前」を示して書いた記事です。これは無署名の
産経記事とは違って、書いた研究者個人の責任を明らか
にするものです。
　　　そこには、日本の季節感は、中国で作られた「暦」に
影響を受けて成り立ったこと、つまり「外来文化」であ
ることが明確に記されています。また、それは農作業と
いう技術・テクノロジーの進化と密接に関係のある、つ
まり人工的なものだということも分かります。そしても
うひとつ重要なことがあります。それは「平安京という
固定的な都」が定められたということです。これは季節
にとって不可欠なことなのです。例えば、豊橋にいる私
たちは七月も半ばになれば夏だと思うわけですが、北海
道の北見あたりではどうでしょう？　まだまだ涼しいか
も知れません。季節を記述するためには、それを見定め
る「定点」が必要なのです。それは国の中心、つまり「都」
です。政治的な中心、都が定められなければ季節など存
在しないのです。つまり季節とは極めて「政治的」なも
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のでもあることが分かります。そしてそのような政治的
な意図によって編纂されたあるひとつのテキストによっ
て、日本の季節感はほぼその基本的な形を完成させます。
それが、最初の勅撰和歌集、『古今和歌集』なのです。
この、国家事業として編纂されたテキストによって定め
られた、いわゆる「部立」という規範が、日本に季節感
を定着させたのです。
　　　このように、日本人の季節観は、日本の繊細で豊かな
自然によって自然発生的にできあがったものなどではな
く、日本が歴史的にずっとお手本にしてきた先進国、中
国文化の影響によってできあがったものだということが
分かります。つまりそれは海外からもたらされた「ハイ
テク」なのです。
　　　では、中国ではなぜ「二十四節気」を区分したのか、
ということになりますが、これは皆さんが二年生で受講
するかも知れない「日本古典文学概論」というわたしの
授業のネタなので、いまは余り詳しくやりませんが、ざっ
とお話しします。中国古代の思想には「天人相関説」と
いうものがありまして、国の支配者が暦や季節の順行に
責任を持つ存在であったということが反映されているの
です。暦や季節を定めること自体が政治的な行為なので
す。
　　　従って、日本の季節感というのは、外来文化によっ
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てもたらされた人為的・人工的なものであり、そしてな
によりもきわめて政治的な起源を持つものということに
なります。そして、中国で定められたものですから、Ｇ
にあるように日本の実情とはズレがあります。皮肉なこ
とを言えば、季節のような区分を設けること自体が極め
て不自然なことなのです。例えば産経の記事は「季節を
問わずに出回る野菜や果物」のことを否定的に語って
いますが、いわゆる促成栽培というものは、そもそも
「初
はつもの
物」という季節の訪れに異様にこだわる「日本人の
繊細」な感覚が生み出したテクノロジーなのです。
  この産経記事のように、「伝統」や「文化」を笠に着て、
現代を、特に若い者を嘆いてみせる体の妄言はおくびに出る
ほど見飽きたものだが、この俗悪極まるやり口は、実は公教
育において文科省の率先するところでもある。
　以下に、「文部科学省『私たちの道徳』小学校五・六年生」
なる冊子⑹に収められた「江戸しぐさに学ぼう」と題する教
材を引く。この冊子について文科省は、「「私たちの道徳」は、
「心のノート」を全面改訂したものであり，児童生徒が道徳
的価値について自ら考え，実際に行動できるようになること
をねらいとして作成した道徳教育用教材です。本冊子は，平
成26年度から使用できるよう，全国の小・中学校に配布する
こととしています」としている⑺。
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　「江戸しぐさ」は、特定の人物・団体によって捏造された、
全く根も葉もない虚構の伝統であることが原田実によって既
に明らかにされている⑻。しかし、ここに引いた教材は未だ
に文科省のウェブサイトにアップされ続けている⑼。この問
題は、従って捏造を真に受けた文科省の愚劣さにあるのでは
ないということになる。伝統や文化を、なにかひとつの大き
な、逆らいがたい規範として用いようとする、その「意図」
にあると考えるべきであろう。わたしは、戦前には『国体の
本義』のごとき醜悪極まりないテキストを全国に遍くばらま
き、この国を破滅の淵に追いやった組織ならば、こんな程度
の低い捏造にコロッとだまされたことを自ら恥じることなど
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なく、むしろ捏造であることのなにが悪いのか、「道徳」を
説くのに役に立つなら、ウソでも捏造でもいいではないかと
開き直り、そのようなことを詮索する人文学など邪魔だ、と
いうのが、その本音だと見ている。
　そして、この捏造問題は自分自身にとっても決して他人事
ではない。「こんな程度の低い捏造」などという言い方をし
たが、それは原田実が誠実にこの問題と取り組み、その欺瞞
をきっちりと見顕した後だから言える、後出しのたわごとで
しかない。江戸文学、文化についてまがりなりにもそれを学
問の対象としている自分のような者こそが、このような流言
飛語を封じる責を負う当事者ではないか。稿の当初に述べた
ように、「価値判断排除の思想に導かれ、ただ単に知識の切
り売りで事足れりとする似非客観主義」を峻拒し、「自分の
信念を言葉によって正邪を決しながら表明していく」という
criticalな姿勢を肝に銘じる所以は、ここにも存する。
おわりに
　さて、最後にお断りしておきたいのだが、わたしは文化や
伝統、あるいは国家といったものを無前提に否定するつもり
は毛頭ない。また、仏教徒である以上、転輪聖王のごとき統
治者が存在するのならその治世に従うつもりである。つまり
王制さえもそれ自体で否定はしない。すべては暫定的、つま
り「無常」であっても、そのような暫定的な存在同士の相互
101
の関連性によって生じた結節点、例えば文学テキストや、い
わゆる伝統文化には、それ自体の意味や有用性もあるわけで、
また、そもそもそうしたものを読むのが楽しいからこそ自分
もこのような商売をしているのである。また、それがまっと
うなことで、人の役に立つものなら役に立てればよい、ただ
それだけのことであり、それが役に立つかどうかを見分ける
のもまたcriticalな営みであると考える。
　しかし、往々にして「文化」や「伝統」は、逆らいがた
い規範として人を縛り、自律的に行動することを許さない
軛となりがちである。そしてそういうものが、実際に、実に
あっけなく人を傷つけ、殺すのである。皇国史観とかPan-
germanism とか、歴史に範を取ればそれこそ枚挙にいとま
はないが、そんな大ごとでなくても、部やサークルの伝統だ
からなどと言って未成年の新入生にアルコールを強いること
や、学校の伝統だからと言って、崩れ落ちれば下敷きになる
子供が深甚なダメージを受ける、小学校運動会の巨大人間ピ
ラミッド、日本の伝統的な武道で健全な心身が養われるなど
という言い草で、義務教育に導入される危険極まりない格闘
技、等々。しかしそうした「伝統」の、ちょっと調べてみれ
ばあきれるほど浅はかで、なんと根拠薄弱なことか。なのに、
そんなくだらないものに人は簡単に縛られ、それを信じ込み、
あっけなく殺されるのだ⑽。
　逆に言えば、文学部はそんなバカげたことで殺されない、
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「自律してものを考えられる知性」が育つ場である。わたし
に言わせれば、それは人がほんとうに自由に生きるためのパ
スポートなのだ。しかし、それを手に入れられる文学部を、
政府・文科省はなぜか躍起になって潰しにかかる。わたしに
とって、その理由はあまりにも、あまりにも明白に思われる。
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